
第５学年○組 理科 指導と評価の案 

日 時：平成 ○年 ○月 ○日（火）第５校時 
（午後１時５５分～２時４０分） 

場 所：高山市立北小学校 第１理科室（南舎３階）            

授業者： 脇田 裕子 前原 雅樹 （少人数指導） 

１．単元名 「てこのはたらき」（４／１２） 

２．本時のねらい 

おもりの位置を変えると手ごたえはどう変わるかを調べる実験を通して、おもりの位置を支点に近づければ近づけるほど手ごたえは軽くなることを､手ごたえや

おもりなど自分が良く分かる実験方法で確かめることができる。 【実験別型少人数指導】 

３．本時の評価規準：技能･表現 

おもりの位置を支点に近づければ近づけるほど手ごたえは軽くなるか調べる実験を、条件制御をし、自分が良く分かる実験方法で行うことができる。 

４．本時の展開 
過程 学 習 活 動 学習集団 子どものつまずきに対する指導・援助 
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○前時振り返り、本時の課題を設定する。 

・前時は力を加える位置を支点に近づければ近づけるほど手ごたえは重くなることが分かった。 

・今日はおもりの位置だけをかえて手ごたえを調べよう。 

（実用てこで具体的にイメージできるように示す。） 

 

 

 

〇仮説をたて実験方法を考える。 

○仮説と実験方法を交流する。 

○見通しを持てたか自己評価した後（ネームプレートをはる）、実験を行う。 

①手ごたえ 

支点から遠いと重

い。支点に近いと軽

い。 

①手ごたえ 

支点に近いと軽く遠

いと重い。 

②おもり 

支点に近いと軽いお

もりで持ち上がった。 

①手ごたえ 

支点に近づけるとど

んどん軽くなった。 

②おもり 

支点に近づけば近

づくほど軽いおもりで

持ち上がった。 

②おもり 

支点に半分近づけ

ると重さはだいたい

半分になった。 

③ばねやはかり 

支点に近づけば近

づくほど軽くなった。

ばねののびは短くな

った。 

○結果から自分の仮説について考察する。 

○自分の結果をプリントに書き黒板に貼った後、自由交流や他の実験方法で再検証する。 

○全体で個々の考察を交流しまとめる。 

 

 

 

○事象提示 

・ 握力計を使って数値で確かめてみる。 

○自己評価（サイエンスチェック）を行い、感想を書く。 

○教師による評価 

おもりを支点に近づ

けると重くなる。 

＊おもりが近くにき

たから。 

 

おもりが支点に近い

と軽く、棒の端だと

重い。 

＊前にやったとき支

点のすぐ側だったら

重い物でも動いた。 

おもりを支点に近づ

けるほどどんどん軽

くなる。 

＊棒が長いほど重く

なるから。 

＊順番に軽くなって

いくだろう。 

おもりを１／２支点

に近づけると１／

２，軽くなる。 

＊前時では２倍くらい

重くなったからきっと軽く

なる。 

 

 

 

①棒を押す手ごた

えで調べたい。 
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①棒を押す手ごた
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【ミニてこ】 

 

 

 

②おもりで調べた

い。 

③ばねで調べたい。 

【ミニてこ】 

支点に近いと軽くな

る 

支点に近いと軽く、遠

いと重くなる。 

支点に近づけれ

ば近づけるほど軽

くなる。 

支点から半分の位

置にするとだいたい

半分の重さになる。 

＊他の実験方法でも調べてみよう。 
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支点と力を加える位置

を変化させないという条

件制御を意識して実験

できない。 

（行動観察で評価） 

 机間指導の中で、動か

してはいけないものに再

度目を向けさせ、意識

して実験を行えるように

する。 

実験の途中や再検証

の中で、手ごたえを定

量化したいと考えたが、

やりかたが分からない。 

（行動観察で評価） 

力は重さで表すことが

できることに気づかせ、

他の人にも力が分かる

ようにする方法はないか

考えさせる。他の子の

実験方法を見させる。 

  

自分だけの結果､考察

をもとにまとめようとして

いて、他の方法の結果

も含めた考察やまとめ

ができない。 

（プリントへの記入で評

価） 

 

他の方法の結果がわか

りやすいように 

全員の結果を掲示す

る。やった実験結果と

同じところに着目させ、

いえることをまとめるよう

にする。 

仮説を立てられずに

いたり、実験方法を

考えられずにいたり

る。 

（自己評価によって

把握する） 

 前の机に集めて、掲

示してある前時の資

料などを見せながら

考えを引き出す。 

仮説をもてたかが、解

決の方法の見通しがあ

いまいであったり、途中

から見通しがもてない

でいる。（自己評価のネ

ームプレートとプリントで

評価） 

 机間指導の中で前時

を振り返らせたり、くわし

く話を聞き説明や助言

をしたりする。 

つまずきの様相 指導・援助 

 

おもりの位置を変えると、てこの手ごたえはどう変わるだろうか。 

おもりの位置が支点に近づけば近づくほど手ごたえは軽くなり、遠けれ

ば遠いほど重くなる。 

【共通】支点と力を加える位置は固定し、おもりの位置をだけを変える。（条

件制御） 


